
旧日出浴場

　昨年度、本法人の世界遺産登録に向けたロードマップ委員会（委員長：田村朋久長島愛生園歴史館学芸課
長）は、長島愛生園内の歴史的建造物を追加で国登録有形文化財（建造物）に申請することを承認し、申請プ
ロセスの一環として8月22日（木）に文化庁文化財調査官による現地調査が実施されました。当日は日中の最
高気温が34度を記録する酷暑の中、一日をかけて岡山県文化財課、瀬戸内市文化観光課、愛生園職員の皆様と
ともにロードマップ委員会委員も同行し、文化財調査官に建造物の来歴と現状をお伝えしました。
　調査後には文化財調査官との意見交換の場が設けられ、調査官からは申請に向けてご指導いただきました。
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長島愛生園 登録有形文化財追加申請に向けた文化財調査官調査を実施

　国立療養所長島愛生園の歴史的建造物の内、1930（昭和5）年の開園時に建設された5棟は2019
（平成31）年3月に国登録有形文化財（建造物）に登録されています。

園長官舎

（8月22日に調査を実施した建造物11物件）
　ボイラー棟（汽缶場）、旧患者売店、鐘楼堂（恵の鐘）、恩賜記念館、十坪住宅「徳島路太利」、旧新良田治療分室、
　岡山県立邑久高等学校旧新良田教室（講堂、門柱、女子寄宿舎、男子寄宿舎、特別教室）

旧収容所
（回春寮）

旧事務本館（歴史館）

旧洗濯場

　 10 月 11 日 （ 金 ） に 開 催 さ
れた本年度第2回ロードマッ
プ委員会では、上記の調査結
果が報告され、以下の色付き
の物件中、赤字の7物件を先
行して申請すべく準備を進め
ることを承認し、青字の2物
件は修復や活用に向けた調査
と協議を経た後に申請する方
向性が確認されました。



第1部 基調対談

第2部 朗読 
「いのちをつないだハンセン病入所者の文芸から」
　　俳優 竹下 景子 氏
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ハンセン病シンポジウム「強制隔離の島・長島を世界遺産に」を開催

　6月15日（土）午後、RSK山陽放送主催により岡山芸術創造劇場ハレノワ中劇場（岡山市北区）で開催されました。
本法人はその趣旨に賛同し、開催に協力いたしました。会場には700名を超える皆様にご来場いただき、世界のハンセ
ン病の現状と日本における隔離政策が患者家族にもたらした影響を学びました。俳優の竹下景子氏は療養所入所者が残
した文芸作品を朗読され、参加者はそれらを含めた貴重な遺産の保存の必要性を共有しました。

閉会あいさつ（原理事長）

第1部 日本財団会長 笹川 陽平 氏

第2部 俳優 竹下 景子 氏 第3部 パネルディスカッション登壇者

第3部 パネルディスカッション

日時　令和6年6月15日（土）
　　　午前10時30分～55分
場所　山陽放送会館4階会議室
社員総数　79者
出席者　   47者
（うち、委任状提出者32者）
審議事項　なし
報告事項
・令和5年度事業報告及び
　活動決算について
・令和6年度事業計画及び
　活動予算について

「ハンセン病療養所、世界遺産登録に向けて」
　　ハンセン病訴訟弁護団 弁護士 徳田 靖之 氏
　　奄美大島・家族訴訟原告 奥 晴海 氏
　　長島愛生園長 山本典良 氏
　　RSK山陽放送報道制作局長 山下 晴海 氏
　　司会 石田 好伸 アナウンサー

「『地球を駆ける』アジア、アフリカのハンセン病」
　　日本財団会長 笹川 陽平 氏 
　　聞き手 石田 好伸 アナウンサー

令和6年度通常社員総会



氏名（名称） 金額

小松原　彰 様 3,000円

小鉄　敏江 様 3,000円

里見　俊樹 様 30,000円

内田　章文 様 10,000円

友�　�之 様 5,000円

友�　鈴子 様 5,000円

安藤　喬 様 20,000円

片山　迫 様 3,000円

松井　由美 様 3,000円

吉本　知美 様 1,000円

土井　雅人 様 10,000円

徳川　修司 様 10,000円

池畑　清人 様 2,000円

伊藤　誠 様 2,000円

松田　浩明 様 1,000円

相田　翔吾 様 10,000円

宮武　将吾 様 2,000円

苦田　秀雄 様 10,000円

種�　智和 様 10,000円

日下　知章 様 20,000円

仮谷　寛志 様 10,000円

氏名（名称） 金額

小坂　仁士 様 10,000円

松田　久 様 30,000円

沼本　俊晴 様 10,000円

藤原　武史 様 3,000円

秋守　立人 様 10,000円

豊田　新一 様 10,000円

秋山　政美 様 5,000円

伏見　昌宏 様 5,000円

徳　セツミ 様 10,000円

野山　眞太郎 様 5,000円

藤田　邦雄 様 10,000円

江草　明彦 様 10,000円

長尾　幸次郎 様 3,000円

坂口　正樹 様 10,000円

中村　和子 様 20,000円

前坂　俊之 様 10,000円

小林　一郎 様 2,000円

向井　博史 様 10,000円

田中　和彦 様 10,000円

難波　幸矢 様 5,000円

松井　正之 様 5,000円

氏名（名称） 金額

藤澤　祥子 様 10,000円

藤井　信哉 様 10,000円

古林　海月 様 34,455円

油谷　直幸 様 30,000円

瀬戸内エンジニアリング株式会社　
取締役会長　桐野　宏司 様 10,000円

環太平洋大学 様 50,000円

森本　博子　潟の家有志 様 18,000円

株式会社徳山電機製作所　
代表取締役　徳山靖彦 様 10,000円

有限会社ゑびすや荒木旅館 様 10,000円

有限会社光和サービス　
ラッフルズクラブ　太田　香織 様 10,000円

株式会社馬場総合鑑定所　
代表取締役不動産鑑定士　馬場　勉 様 10,000円

クラブン株式会社 様 30,000円

株式会社宮﨑建築設計事務所　
代表取締役　宮﨑　勝秀 様 10,000円

一般社団法人子どもの家運営委員会 様 1,000円

ワタナベ理容室　渡辺良彦 様 10,000円

エムテック株式会社 様 10,000円

ご寄付いただいた皆様（R6.4.1～R6.10.31）

合計　405名様　3,595,296円
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　この⼩説は、⺟親がハンセン病に感染し、いわれなき差別に苦しんだ家族に着

想を得て書かれた物語です。戦争への道を突き進んだ⽇本の多くの国⺠は、感染

者の強制隔離など、国の誤った厚⽣政策を容認してきました。

　今なお、ハンセン病への偏⾒は根強いものがあります。本書を通じ⼀⼈でも多く

の⽅がこの病気を正しく理解し、疾病差別のない⽇が来ることを願って上梓しまし

た。（「筆者まえがき」より抜粋）

小説『吐�喇海峡 太平洋戦争とハンセン病』（頒布価格1,000円）

　ハンセン病療養所と入所者を40年以上にわたり取材してきた原憲一理事長
は、前ページ掲載のシンポジウム当日に標記小説（発行：山陽新聞社、222
ページ）を出版し、参加者の皆様にお配りいたしました。読み終えられた皆
様からはご感想のみならず、本法人へのご寄付も多数お寄せいただいており
ます。心より感謝申し上げます。
　小説をご希望の皆様には、頒布価格にてお届けいたします。本法人事務局
までお気軽にご連絡ください。

※お名前と寄付金額は、承諾いただいた範囲で公開いたします。
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氏名（名称）

物部　一宏 様

藤井　洋子 様

春川　正明 様

井戸　恒雄 様

株式会社ラインズオカヤマ　
代表取締役　松井　秀之 様

田中　慶子 様

青井　俊憲 様

仲野　尚代 様

今井　一郎 様

神原　与子 様

筒井　由紀子 様

國司　憲一郎 様

山田　大策・山田　雅子 様

長原　正明 様

赤堀　徹 様

有元　仁彦 様

大森　雅夫 様

内山　弥樹 様

大井　博幸 様

奥富　亮子 様

佐藤　紳朗 様

伊丹　宏彰 様

�家　輝雄 様

名木田　いづみ 様

岡崎運送株式会社　
代表取締役　岡崎　正裕 様

杉山　慎策 様

三宅　雅徳 様

須々木　和明 様

中藤　歳浩 様

大森　� 様

遠藤　寛子 様

麺屋楽長　中村　精秀 様

田村　晋介 様

田中　英成 様

榊原　陽一 様

髙橋　隆一 様

三浦　克文 様

西畠　泰三 様

行本　章允 様

氏名（名称）

徳山　順子 様

滝本　清文 様

吉備システム株式会社 様

入江　修 様

武川　國彦 様

岩根　宏行 様

広坂　武昌 様

アトリエ　宇宙とひとり 様

久保　善正 様

相互土地株式会社　取締役
副社長　高嶋　雅一 様

大河原　恭子　他9名 様

藤井　雅子 様

若林　三津子 様

増田　めぐみ 様

仁木　壯 様

匿名様257名

氏名（名称）

中津　徹 様

寺坂　幸治 様

中澤　和久 様

金谷　忠 様

山下　晴海 様

下津井電鉄株式会社 様

妹尾　信秀 様

喜多　泰功 様

沖　陽子 様

秋政　孝一 様

高原　里佳 様

守安　竜也 様

黒住　宗道 様

中広寺　俊幸 様

岡山県遊技業協同組合　
高梁支部　
支部長　中村　雅則

様

横田　真理子 様

花坂　匡浩 様

槇野　博史 様

佐々木　英代 様

弁護士法人　
後楽総合法律事務所　
代表社員弁護士　田野　壽

様

木口　和子 様

吉村　憲三 様

山西　修 様

株式会社ティーアイシー　
代表取締役　出井　�二 様

小野　修一 様

小山　淳志 様

伊藤　嘉之 様

福島　正一 様

平田　和子 様

有掘　敏一 様

七宮　隆 様

辻　一郎 様

槙本　良二 様

末田　倫子 様

南昌院　名誉住職　
金山　真澄 様

市村　元 様
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長島愛生園 保存活用の検討に向けたフィールドワークとワークショップを開催
　10月5日（土）と6日（日）の2日間、長島愛生園の宿泊研修施設である社会交流会館（むつみ交流館）を会場として
開催しました。岡山と東京の大学生を中心に、本法人会員を含む35名が参加しました。
　5日の午前中には、長島愛生園を初めて訪れる方を対象に歴史館と歴史回廊を見学。午後には本法人理事（長島愛生
園入所者自治会長）中尾伸治氏、岡山大学准教授松岡弘之先生、豊橋技術科学大学助教パクミンジョン先生の講義を受
講した後に愛生園内のフィールドワークを実施。夕食後には夜の愛生園を体感しました。
　6日は、午前6時の日の出と恵の鐘の鐘撞を見学するために光ヶ丘へ。朝食後には本法人理事（東京大学教授）大月敏
雄先生の講義を受講。その後に、スミカオリ氏によるワークショップを実施しました。
　講義の様子を含む2日間の詳細は、本年度中に小冊子としてまとめるとともに動画も作成し、YouTubeで公開する予
定です。次号（3月末発行予定）で詳細をご案内いたしますで、しばらくお待ちください。

中尾 伸治 氏

2日間を終えての記念写真

光ヶ丘の朝日

大月 敏雄 氏

ワークショップ（参加者による園内スケッチ）

フィールドワーク（十坪住宅跡地）



編集・発行
特定非営利活動(NPO)法人
ハンセン病療養所世界遺産登録推進協議会事務局
〒701-4501岡山県瀬戸内市邑久町虫明6539番地
（長島愛生園入所者自治会役員選出委員会選挙事務所棟内）
TEL：0869-24-8872　FAX:0869-24-8873
email：hansen-wh.jp@aioros.ocn.ne.jp 

開所日：火曜日～土曜日
閉所日：日・月曜日、祝日、振替休日、年末年始
開所時間：午前9時～午後5時

原画展

講演会（もみわセミナーvol.65）
ハンセン病人権漫画『麦ばあの島』を描いて

長島愛生園歴史館
http://www.aisei-rekishikan.jp/tour.php
TEL：0869-25-2212（内線：541）

　本誌でご紹介した本法人の活動経費は、岡山県瀬戸内市に
寄せられたふるさと納税でお支えいただいています。本年度
も多くの皆様からご寄附をお寄せいただき、心から感謝申し
上げます。ふるさと納税の寄附先を検討中の方がおられまし
たら、私どもの取り組みをご紹介ください。

06

◎この会報誌の著作権は本法人に帰属します。無断転載はご遠慮ください。　　　◎掲載の「QRコード」は、株式会社デンソーウェーブの登録商標です。

長島愛生園見学バス
2024年12月14日、2025年1月11日、2月8日、
3月8日、4月12日（いずれも土曜日）
午後12時30分～3時30分（JR赤穂線邑久駅発着）

無料

各回45名

岡山県瀬戸内市ふるさと納税でご支援ください

開催日時

参加費

定員

申し込み先

岡山県瀬戸内市ふるさと納税特設サイト
https://setouchi-cf.jp/nagashima/

2023（令和5）年度 年次報告書

ハンセン病人権漫画『麦ばあの島』

　本年6月、昨年度の本法人
の活動をまとめた年次報告書
（フルカラー30ページ、表
紙PP加工）を作成し、会員
の皆様と本法人に直接ご寄付
いただいた皆様にお届けしま
した。
　本誌をご覧の皆様で、ご希
望の方には郵送（無料）いた
します。本法人事務局までお
気軽にご連絡ください。

瀬戸内市民図書館
所在地：岡山県瀬戸内市邑久町尾張465-1
TEL：0869-24-8900

問い合わせ先

原画展・講演会

開催日時 11月28日（木）～12月14日（土）午後3時
会場 瀬戸内市民図書館 カフェカウンター前

参加費 無料

木工ワークショップ

開催日時

『麦ばあの島』古林海月/作・画  蘭由岐子/監修  すいれん舎

12月14日（土）午後1時30分～午後3時
会場 瀬戸内市民図書館 つどいのへや
講師 古林 海月 さん（漫画家）

定員 40名（申し込み不要・当日先着順）

いいにおいの木を使った、やさしい燈がともる
ミニインテリアを親子で作ってみませんか！

申し込み 要（先着順）

申し込み先

開催日時

参加費
定員

会場

申し込み

講師

邑久光明園社会交流会館資料展示室
TEL：0869-25-1575

12月7日（土）午後1時～

無料
小学生とその保護者
20組

邑久光明園
旧裳掛小中学校第三分校

要（先着順）

新見の木づかいと木育の会　木の葉art

http://www.aisei-rekishikan.jp/

